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Ⅰ.業務の目的

背景：背景：
海岸標着物処理推進法に基づく、小笠原諸島及び伊豆諸島を対象
とした、「海岸標着等を重点的に実施する地域等を定めた地域計
画」の策定結果を踏まえて 島しょ地域以外の地域から海流に画」の策定結果を踏まえて、島しょ地域以外の地域から海流に
乗って流れてくる漂着ゴミの発生抑制対策が必要。

実施内容実施内容：
将来海岸漂着物になる可能性のある廃棄物（都内の河川ごみや東
京湾の浮遊ごみ等）の実態や東京湾から外洋流出の可能性を検討
し、今後の海岸漂着物の発生抑制対策策定のための基礎資料を作
成するとともに、海外漂着物の推移を効果的にモニタリングする
ための各種様式の作成を行うことを目的に実施した。ための各種様式の作成を行うことを目的に実施した。
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Ⅱ.業務の流れ
1.発生抑制対策に関する調査等

東京湾のごみの
実態調査

ごみの
漂流ﾒｶﾆｽﾞﾑ

発生抑制対策の
事例調査

河川ごみの
実態把握

●河川内⇒東京都建設局
東京湾内⇒東京都港湾局

●収集量経年変化等把握
●ＩＣＣ方式で組成分析
● ｲｸ ﾟﾗｽﾁ ｸ 収集

●河川流と東京湾流出の関係
●河川ごみと東京湾で採取さ

れたごみとの関係把握
●東京湾の潮流と外洋との

関係把握

●国内：
自治体・民間団体等の資
料収集・整理

●海外事例：
環境省報告書 JEAN等

●荒川・多摩川・東京湾の活動
情報把握

●資料のとりまとめ
団体名、実施地域・範囲、
作業規模（参加者数等） ●ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸの収集 関係把握 環境省報告書・JEAN等

から資料収集・ﾋｱﾘﾝｸﾞに
より情報を収集・整理

作業規模（参加者数等）
実施時期・回数等

河川ゴミに関する既存デ タ河川ゴミに関する既存データ
の整理

整理事項
●ゴミの種類（組成）
●経年変化（季節変動）

普及啓発用パンフレット案の作成
●記載内容

「あなたが捨てたごみは太平洋をさまよう。」
「海ごみは何が問題なの？」
「海ごみ て何？」

効果的な対策検討
●整理内容

①対策対象
②効果的な周知内容
③普及啓発の連携相手「海ごみって何？」

「海ごみを減らすには？」
●作成の留意点

・理解されやすい平易な表現
・捨てたことによる弊害への理解 等

③普及啓発の連携相手
④その他留意事項

2.効果的なモニタリングに関する調査等

海岸漂着物の回収記録用紙の作成 回収実績の収集・整理方法検討
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●小笠原諸島及び伊豆諸島を対象
●・東京都統一様式として活用できる様式

・ICC様式を基本として作成

・海水面での浮遊ごみの回収記録にも使用
●JEANへのヒアリング



Ⅲ.発生抑制対策に関する調査

1 河川ごみの実態把握

荒川 多摩川
(1)ICC基準による回収ごみの内容

1.河川ごみの実態把握
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(2)川から出るごみ経年変化
【荒川クリーンエイド調べ】

参加者数の増加に伴い、
拾われる個数も増加して

1

【荒川クリ ン イド調 】

荒川における容器包装類の推移
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(3)いつ海に出ているか

1)季節変化 流量と東京港清掃船、河川内清掃船による海ごみ収集量の比較（ H19～
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2)ごみが大量に出る時期 3

•流量とごみの回収量との 1400

日流量（m3） ： 治水橋（荒川） 日流量：治水橋（荒川）

流量と東京港清掃船による日別海ごみ収集量（ 2011年7月～9月）

関係を日データのある東
京都港湾局の清掃船が実
施している回収結果と比
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2.東京湾のごみの実態把握
(1)川から出るごみと東京湾の海ごみの関係
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(2)川から出るごみと東京湾の海ごみの関係
回収したごみの品目別出現個数を比較すると、出現個数には差があるも

のの 赤枠で囲んだ品目の分布動向が河川内と東京湾で酷似しているのの、赤枠で囲んだ品目の分布動向が河川内と東京湾で酷似している

荒川 東京湾
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3.河川から外洋に至るごみの漂流ﾒｶﾆｽﾞﾑ
(1)東京湾の流れ

5

•図は、東京湾内の流況ををリアルタイムで観測しているＨＦレーダーの観測記録を用いて、
潮汐の影響を取り除いた流れ（残差流）の月平均の結果を示したものである。（1月、7月）
この図を見ると、1月の平均残差流は南西方向（湾口に向かう方向）に卓越し、7月の平均残
差流 湾奥部 還流が卓越す 傾向を差流は湾奥部で還流が卓越する傾向を示している。

7月は、河川から流出したごみが湾内に滞留することが推測され
る。

鈴木高二朗・磯部雅彦・米山治男（2012）：「東京湾の海水交換と湾表層流速に及ぼ
す湛水流入と風の影響」（土木学会論文集Ｂ２（海岸工学）Vol.68,No.2,2012,PP946-



(2)東京湾からの流出
•久里浜と金谷を航行する東京湾フェリーが観測している、断面流量観測から求めた、東京湾
と外洋との海水交換量の結果を見ると 収支とし 年間を通し 東京湾内から外洋 湾内水

6

と外洋との海水交換量の結果を見ると、収支として年間を通して東京湾内から外洋へ湾内水
が流出していることがわかる。
（これは、河川からの淡水が東京湾に流入していることで、湾内の水量が多くなって流れ出
る現象【重力循環】）る現象【重力循環】）

東京湾に浮遊する海ごみは、表層の流れに
乗 湾外 流出する乗って、湾外に流出する。

鈴木高二朗・磯部雅彦・米山治男（2012）：「東京湾の海水交換と湾表層流速に及ぼ
す湛水流入と風の影響」（土木学会論文集Ｂ２（海岸工学）Vol.68,No.2,2012,PP946-



(3)どれくらいごみが外洋へ出るか

•東京湾の南半分（前ページの図のハッチング部分）の湾軸方向月別表層流速を見ると、殆ど
が南 向き 流れ 湾外 向かう流れが卓越 る
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が南西向きの流れで、湾外に向かう流れが卓越している。
（年間を通じて平均的に10cm/sec程度の流れである。最も流れの速い時期は9月～11月）

•この平均的な流速10cm/secと久里浜～金谷間の距離10kmを掛け合わせて、表層における平
均的な流量（㎥）を求めると 毎秒1000㎥の海水が湾外へ流出することになる。（推定均的な流量（㎥）を求めると、毎秒1000㎥の海水が湾外へ流出することになる。（推定
値）

この流量に応じた漂流ゴミが湾外に流出している。

鈴木高二朗・磯部雅彦・米山治男（2012）：「東京湾の海水交換と湾表層流速に及ぼ
す湛水流入と風の影響」（土木学会論文集Ｂ２（海岸工学）Vol.68,No.2,2012,PP946-



(4)東京湾口付近の流れ

•東京湾湾口沖には黒潮が流れており、図に示すように時期によって流路がことなるが、基本
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東京湾湾口沖には黒潮が流れており、図に示すように時期によって流路がことなるが、基本
的には南西から北東に向かう流れが卓越しており、東京湾から流出した海ごみは北東に流れ
る。

•北東に流れ出した海ごみは、その後黒潮続流に乗り太平洋循環流に乗る。
部の海ごみは 千葉 茨城の海岸に漂着する•一部の海ごみは、千葉、茨城の海岸に漂着する。

ABC 型分類 遠州灘沖から伊豆諸島周辺海域の流路 大蛇行／非大蛇行流路

河川から流出した海ごみは日本沿岸の海岸漂着ごみになるとともに世界に旅立つ。

ABC 型分類 遠州灘沖から伊豆諸島周辺海域の流路 大蛇行／非大蛇行流路

A 
八丈島の北を通過 
136E 以東で 32N 以南まで蛇行 
（蛇行流路が南端 139E 以東に位置する場合を含む）

典型的大蛇行流路 
（蛇行流路が南端 139E 以東に位置する場合を含む）

C 
八丈島の南を通過 
蛇行流路の南端が 32N 以北 

〃 

八丈島の北を通過
B 

八丈島の北を通過 
流路の南端が 32N 以北かつ 33N 以南 

非大蛇行接岸流路 

D、N 
八丈島の北を通過 
流路の南端が 33N 以北

〃 
流路の南端が 33N 以北

海上保安庁ホームページ 「用語の説明：黒潮の型」より転載
http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/KAIYO/qboc/exp/kuroshio_type.html



(5)太平洋の流れ
9

•北太平洋の循環流に乗った海ごみは、いくつもの経路をたどって太平洋各地の海岸へ漂着する。
•太平洋を一巡した海ごみは、再び日本にいたり、日本の海岸へ漂着する。

川へ投げ込まれたごみは、回収されない限り、太平洋を循環し続け、 海岸へ漂着
して環境悪化を生じさせるか、生物へダメージを与える。

世界の気候区と海流世界の気候区と海流

「標準高等地図」（帝国書院発行）より転載


